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広報 

小橋滝・勝浦地区 

●この広報紙の内容はホームページでもご覧になれます。　http：//www.town.manno. lｇ.jp

まちの動き 
〈5月31日現在〉 

●人口 20,704人（前月比－23人） 

　男：  9,956人 

　女：10,748人 

●世帯数 6,863戸（前月比－1戸） 

 



2

　
地
球
環
境
の
保
全
、
温
暖
化
防
止
を

図
っ
て
い
く
た
め
の
、ゴ
ミ
の
減
量
化
、リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
町
民
の
皆
様
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
十
七
年
度
の
ご
み
処
理
の
実
績

が
出
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

           ゴ
ミ
の
総
量
三
、
三
五
七
ト
ン
 

　
平
成
十
七
年
度
の
ゴ
ミ
の
総
量
は
、三
、

三
五
七
ト
ン
で
し
た
。
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
は
一
、

六
〇
一
ト
ン
。
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
は
八
二
五
ト

ン
。
粗
大
ゴ
ミ
は
一
八
ト
ン
。
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ

ミ
九
一
三
ト
ン
で
し
た
。
 

町
民
一
日
一
人
当
た
り
の
ゴ
ミ
の
量
は

県
民
一
人
当
た
り
の
量
の
半
分
以
下
 

　
平
成
十
七
年
度
の
ゴ
ミ
の
総
量
三
、三

五
七
ト
ン
と
、平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

の
人
口
二
〇
、八
六
三
人
を
も
と
に
、町
民

一
人
一
日
当
た
り
の
ゴ
ミ
の
量
を
算
出
す
る

と
、四
四
一
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。
 

　
県
民
一
人
一
日
当
た
り
の
ゴ
ミ
の
量
一
、〇

五
三
グ
ラ
ム（
平
成
十
五
年
度
）と
比
較
す

る
と
、年
度
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、四
十

二
パ
ー
セ
ン
ト
で
半
分
以
下
の
量
に
な
り
ま

す
。
 

　
実
質
廃
棄
ゴ
ミ
の
量
は
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ

ミ
は
除
い
て
、廃
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
だ
け
で
計

算
を
し
ま
す
。
粗
大
ゴ
ミ
は
善
通
寺
の
未

来
ク
ル
パ
ー
ク
で
分
類
さ
れ
た
う
え
で
約

八
割
は
資
源
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
ゴ
ミ
を
合
算
す
る
と
資
源
化
さ
れ
た

ゴ
ミ
は
九
二
五
ト
ン
に
な
り
、平
成
十
七
年

度
の
実
質
廃
棄
ゴ
ミ
は
一
日
あ
た
り
三
一
九

グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。
 

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
一
袋
あ
た
り
一
八
五
円
 

　
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
の
一
袋
あ
た
り
の
処
理
費

は
仲
善
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
計
算
と
な

り
ま
す
が
、一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
三
七
・一

円
に
な
り
ま
す
。一
袋
あ
た
り
の
ゴ
ミ
の
平

均
重
量
は
約
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
約
一
八

五
円
に
な
り
ま
す
。
 

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
一
袋
あ
た
り
一
八
六
円
 

　
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
の
一
袋
あ
た
り
の
処
理

費
は
、エ
コ
ラ
ン
ド
林
ヶ
谷
で
の
処
理
だ
け

で
の
計
算
と
な
り
ま
す
が
、一
キ
ロ
グ
ラ
ム

あ
た
り
約
三
一・
〇
円
に
な
り
ま
す
。一
袋

あ
た
り
の
平
均
の
ゴ
ミ
の
量
は
約
六
キ
ロ
グ

ラ
ム
な
の
で
、約
一
八
六
円
に
な
り
ま
す
。
 

エ
コ
ラ
イ
フ
・
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

　
未
来
の
子
ど
も
達
に
よ
り
良
い
地
球
環

境
や
地
域
環
境
を
残
し
て
い
く
た
め
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
資
源
化

に
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

　
ゴ
ミ
は
、生
活
を
す
る
う
え
で
必
ず
出
て

く
る
も
の
で
す
の
で
、隣
近
所
で
協
力
を
し

て
仲
良
く
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

に
な
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

生
ゴ
ミ
処
理
機
を
使
用
し
て
燃
や
せ
る
 

ゴ
ミ
（
生
ゴ
ミ
）
の
減
量
を
し
ま
し
ょ
う
 

　
町
で
は
、生
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
、電

気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
・
処
理
容
器
の
購
入

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機（
一
世
帯
一
台
） 

補
助
率
二
分
の
一（
最
高
限
度
額
四
万
円
） 

●
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
・
コ
ン
ポ
ス
ト（
一
世
帯

二
基
ま
で
）補
助
率
二
分
の
一（
最
高
限
度
額
、

大
五
千
円
、小
三
千
円
） 

　
な
お
、電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
使
用

に
際
し
て
は
、水
分
を
切
っ
て
、大
き
い
も
の

は
小
さ
く
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、生
ゴ
ミ
を
入
れ
た
あ
と
、

落
葉
等
の
有
機
物
と
分
解
す
る
菌
を
ゴ
ミ

の
上
に
振
っ
て
、畑
、水
田
の
土
で
覆
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
 

平成17年度 

「まんのう町民 1日あたりのゴミの量」 
リサイクル率 

27.6パーセント 
実質廃棄ゴミの量 

319.1グラム 

環境保全課 

441441441 グ
ラ
ム
 

グ
ラ
ム
 

グ
ラ
ム
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住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
 

　
　
　
　
　
　
 
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

○
な
ぜ
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
」

　
が
必
要
か
？
 

　
近
年
、一
般
住
宅
や
一
定
規
模
以
下
の
共

同
住
宅
等
に
お
け
る
、住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
建
物
火
災
に

よ
る
死
者
数
の
内
の
７
割
の
方
が
「
逃
げ

遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
等
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ

カ
で
は
、21
年
間
で
火
災

に
よ
る
死
者
数
は
約
５

割
減
り
ま
し
た
。こ
の
こ

と
か
ら
、住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
数
を
低
減
す
る

に
は
「
火
災
警
報
器
」の

普
及
促
進
が
不
可
欠
で

あ
る
と
の
結
論
が
出
た

か
ら
で
す
。
 

 ○
「
住
宅
用
火
災
警
報

　
器
等
」
は
ど
こ
に
設

　
置
す
る
の
で
す
か
？
 

　
漓
ま
ず
は
、
就
寝
に

使
用
す
る
部
屋
に
設
置

し
ま
す
。（
普
段
就
寝
し
て
い
る
部
屋
の
こ

と
で
、来
客
が
就
寝
す
る
部
屋
は
除
き
ま

す
。） 

滷
次
に
、就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
が
あ
る

階
の
階
段
の
踊
り
場
の
天
井
又
は
壁
に
設

置
し
ま
す
。（
た
だ
し
、避
難
階（
１
階
な

ど
容
易
に
避
難
で
き
る
階
）は
除
き
ま
す
。） 

 ○
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
」
に
は
ど
ん

　
な
種
類
が
あ
る
の
で
す
か
？
 

　
火
災
警
報
器
に
は
、天
井
取
り
付
け
式

と
壁
取
り
付
け
式
が
あ
り
、電
源
と
し
て

は
、「
電
池
を
使
う
タ
イ
プ
」
と
「
家
庭
用

電
源
を
使
う
タ
イ
プ
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
単
独
型
」
と「
連
動
型
」が
あ
り
、「
単

独
型
」
は
、火
災
を
検
知
し
た
火
災
警
報

器
だ
け
が
警
報
音
を
発
し
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、寝
室
の
火
災
警
報
器
が
火
災

を
検
知
す
る
と
、そ
の
火
災
警
報
器
だ
け

が
警
報
音
を
鳴
ら
し
ま
す
。一
方
、「
連
動

型
」
は
、火
災
を
検
知
し
た
火
災
警
報
器

だ
け
で
な
く
、接
続
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

火
災
警
報
器
が
警
報
音
を
発
し
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、居
室
の
火
災
警
報
器
が
火
災

を
検
知
す
る
と
、寝
室
や
階
段
の
す
べ
て
の

火
災
警
報
器
が
警
報
音
を
鳴
ら
し
ま
す
。
 

 ○「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
」
の
設
置
義
 

 

　
務
は
何
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
 

　
平
成
16 
年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、

全
国
一
律
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
、設
置
及
び
維
持
基

準
に
つ
い
て
は
、政
省
令
で
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、仲
多
度
南
部
消
防

組
合
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
て
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
 

●

新
築
住
宅
は
、
平
成
１８
年
6
月
1
日
か
 

　
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

●

既
存
住
宅
は
、
平
成
23
年
5
月
３１
日
ま
 

　
で
に
設
置
し
て
下
さ
い
。
 

 ○
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
」
に
関
す
る

　
問
い
合
わ
せ
は
？
 

●
住
宅
防
火
対
策
推
進
協
議
会
 

http://w
w
w
.jubo.go.jp/index2.htm

l

●
社
団
法
人
香
川
県
消
防
設
備
保
守
協
会

　
薀（
０
８
７
）８
３
３
･

４
７
９
７
 

●
仲
多
度
南
部
消
防
本
部
予
防
課
　
　

　
薀（
０
８
７
７
）７
３
･

４
９
７
４
 

 ○
悪
質
な
訪
問
販
売
（
不
適
正
な
価
格
）

　
に
ご
注
意
 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義
務

化
を
契
機
と
し
て
不
適
正
な
価
格
に
よ
る

販
売
を
行
う
業
者
に
ご
注
意
下
さ
い
。（
火

災
警
報
器
は
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
で

す
。
）国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅

用
火
災
警
報
器
等
は
購
入
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑

定
品
に
は
、「
鑑
定
マ
ー
ク
」が
つ
い
て
い
ま
す
。

製
品
を
購
入
さ
れ
る
際
の
目
安
と
し
て
下

さ
い
。
 

 

 

2階建ての例 

笊 笊 

笊 

笆 

寝室 
（子供部屋） 

寝室 
（老人室） 

寝室 
 

階段 
 

台所 
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国民健康保険税について 

　わが国では、誰もがいずれかの医療保険制度に入らなければなりません。（国民皆保険制度）職場の健康保

険に加入している人や生活保護を受けている人などを除くすべての人が、国民健康保険の被保険者となり、保

険税を納めることになります。 

　1年間にかかる医療費を予測し、そこから被保険者が病院で支払う一部負担金や国からの補助金を差し引い

た分が保険税の総額になります。そうして決められた保険税の総額を被保険者の数や世帯の所得、資産などに

よって振り分けたものが、一世帯当たりの保険税額となります。 

 
　保険税は世帯ごとに課税され、納税義務者は世帯主になります。したがって、納税通知書は世帯主宛に送ら

れます。（世帯主が職場の保険に加入している場合でも、世帯内で国民健康保険に加入している方がいれば、

通知書は世帯主に送られます。） 

 

イ．医療分 

ロ．介護分 
国民健康保険の加入者のうち、４０歳以上６５歳未満の方がいる世帯に課税されます。 

所得割＋資産割＋均等割＋平等割＝年税額 
※医療分（課税上限５３０,０００円）と介護分（課税上限９０,０００円）の合計額が国民健康保険税
　の年税額となります。 

① 国民健康保険税とは（目的税） 
 

② 納税義務者は 

③ 税額の計算は 

加入者の前年中の合計所得金額から基
礎控除（３３万円）を差し引いた額 

加入者の本年度分の固定資産税額 

世帯内の加入者数 

加入世帯一律 

所 得 割  

資 産 割  

均 等 割  

平 等 割  

 

 

1人当たり２６,０００円 

1世帯当たり２５,０００円 

 

30％ 

8.5％ 

区　分 算定の基礎  平成18年度の税率 

加入者の前年中の合計所得金額から基
礎控除（３３万円）を差し引いた額 

加入者の本年度分の固定資産税額 

世帯内の加入者数 

加入世帯一律 

所 得 割  

資 産 割  

均 等 割  

平 等 割  

 

 

1人当たり  ６,０００円 

1世帯当たり４,０００円 

 

5％ 

1％ 

区　分 算定の基礎  平成18年度の税率 
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遺族年金・障害年金からの介護保険料特別徴収（天引き）について 
○これまで遺族年金及び障害年金の受給者の皆さまには、個別に役場の窓口、銀行預金等から口座振替   
　の手続きを行っていただき、介護保険料を納めていただいておりました。 
○平成18年10月からは、遺族年金及び障害年金についても、介護保険料を天引きする年金とすること    
　になりました。（年額18万円以上受給される見込み等の要件を満たす方が対象です。） 
○なお、今までどおり、介護保険料の算定の際に遺族年金及び障害年金の受給額は、所得に含まれること  
　はありません。 

第1号被保険者  65歳以上の方の介護保険料 
●65歳以上の方の保険料は、まんのう町の介護サービス費用がまかなえるよう算出された、「基準額」
　をもとに決まります。 
●まんのう町の平成18年度～20年度の「基準額」は下記のとおり決まりました。 

●「基準額」は所得段階の「第4段階」の額にあたります。 
●その「基準額」をもとに、所得によって1～6段階の保険料に分かれます。 

※1老齢福祉年金　明治４４年（１９１１年）4月1日以前に生まれた方、または大正5年（１９１６年）4月1日以前に生
　　　　　　　　　まれた方が受けている年金です。 
※2合計所得金額　「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。 

●税制改正に伴い住民税が課税となった方（但し、平成１７年1月1日現在において６５歳に達していた方で前年の
　合計所得金額が125万円以下の方）については、平成１８年度・平成１９年度については、激変緩和措置が講じら
　れます。 

まんのう町の基準額 52,500円（年額） 

 

第1段階の方 

第2段階の方 

第3段階の方 

第4段階の方 

第5段階の方 

第6段階の方 

生活保護受給者および老齢福祉年
金受給者※1で、世帯全員が住民税
非課税の方 

世帯全員が住民税非課税の方で、
前年の合計所得金額※2と課税年金
収入額の合計が80万円以下の方 

世帯全員が住民税非課税の方で、
第2段階に該当しない方 

世帯の誰かに住民税が課税されて
いるが、本人は住民税非課税の方 

本人が住民税非課税で、前年の合
計所得金額※2が２００万円未満の方 

本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が２００万円以上の方 

26,300円 

26,300円 

39,400円 

52,500円 

65,600円 

78,700円 

 

基準年額×０.５ 

基準年額×０.５ 

基準年額×０.７５ 

基準年額×１.０ 

基準年額×１.２５ 

基準年額×１.５ 

対象となる方 保険料の調整率 保険料（年額） 所得段階 
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平
成
１８
年
度

　 
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル 

　
8
0
2
0
運
動
表
彰 

　
　き
れ
い
な
歯
い
つ
ま
で
も
―
74
名
が
受
賞 

 

 

　
6
月
1
日
、ま
ん
の
う
町
主
催

に
よ
る「
平
成
18
年
度
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
・
８
０
２
０
運
動
」の

表
彰
式
が
満
濃
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
は
、

平
成
17
年
度
の
三
歳
児
健
診
で

虫
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
達
を
対

象
に
５
月
18
日
に
行
わ
れ
、
今
回

は
、
56
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
80
歳
以
上
の
方
で
自
分

の
歯
を
20
本
以
上
も
つ
方(

８
０
２

０
表
彰)

に
18
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
　
　
　
　（
敬
承
略･

順
不
同
） 

 

 

表
彰
者
　
（
地
区
名
） 

■
８
０
２
０
運
動 

尾
平 

コ
ナ
ミ（
吉
野
） 

西
丸
　
綾
子（
造
田
） 

増
田
　
貞
義（
長
尾
） 

兒
島
　
隆
雄（
羽
間
） 

谷
口  

キ
ク
ヱ（
真
野
） 

山
下
　
　
子（
四
條
） 

鎌
田
　
好
子（
佐
文
） 

三
木
　
正
信（
造
田
） 

石
田 

シ
ズ
子（
四
條
） 

千
葉
　
幸
男（
羽
間
） 

松
浦
き
み
ゑ（
岸
上
） 

近
石
　
　
弘（
七
箇
） 

森   

　 

春
吉
（
吉
野
下
） 

久
染
　
仁
志（
佐
文
） 

横
関
　
嘉 

一（
帆
山
） 

細
川
　
寛
　（
宮
田
） 

池
川
ユ
キ
子（
東
高
篠
） 

西
山
キ
ヨ
カ（
炭
所
西
） 

 

■
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル 

山
下
　
彩
夏（
川
東
） 

小
松
　
天
音（
中
通
） 

竹
田
　
留
偉（
四
條
） 

脇
　
友
莉
奈（
吉
野
下
） 

平
松
　
凜
桜（
四
條
） 

松
原
　
加
奈（
吉
野
） 

小
國
孝
太
郎（
四
條
） 

増
田
　
未
侑（
長
尾
） 

武
川
　
明
生（
吉
野
） 

馬
場
　
喜
章（
東
高
篠
） 

滝
口
　
愛
梨
（
川
東
） 

宮
脇
　
楓
花（
吉
野
下
） 

川
口
　
翔
也
（
炭
所
西
） 

丸
岡
　
公
亮（
炭
所
西
） 

毛
利
　
俊
介（
羽
間
） 

横
山
　
陽
　（
吉
野
下
） 

大
西
　
亮
太（
吉
野
下
） 

請
川
　
歩
夢（
東
高
篠
） 

谷
川
　
昂
輝（
炭
所
西
） 

藤
本
　
昂
大（
東
高
篠
） 

細
川
　
尚
志（
東
高
篠
） 

増
田
　
紗
花（
岸
上
） 

竹
内
　
拓
海（
長
尾
） 

望
月
佳
代
子（
勝
浦
） 

畠
山
　
拓
也（
西
高
篠
） 

増
田
　
あ 

い（
帆
山
） 

竹
下
　
千
裕（
七
箇
） 

増
田
　
彩
花
（
新
目
） 

清
　
　
友
哉（
四
條
） 

土
山
清
志
郎
（
四
條
） 

楢
　
　
美
颯（
公
文
） 

宮
城
　
翔 

一（
吉
野
） 

加
地
　
里
美（
吉
野
下
） 

三
原
　
千
廣（
吉
野
） 

中
野
　
心
翔（
吉
野
） 

林
　
　
智
暉（
四
條
） 

尾
　
　
朋
香（
佐
文
） 

櫻
井
　
幹
也（
四
條
） 

苧
坂
　
浩
貴（
炭
所
西
） 

角
原
　
正
起（
四
條
） 

久
保
瀬
里
奈（
四
條
） 

奈
良
　
遼
香（
吉
野
下
） 

香
川
　
朋
哉
（
吉
野
） 

真
鍋
　
太
誠（
買
田
） 

秀
石
　
莉
子（
吉
野
下
） 

末
久
　
皓
将（
吉
野
） 

吉
原
　
望
　（
長
尾
） 

永
井
　
雅
人（
吉
野
下
） 

藤
川
　
翔
　（
吉
野
） 

土
井
　
翼
　（
炭
所
東
） 

今
井
　
さ 

ほ（
吉
野
） 

山
神
朱
加
里（
吉
野
下
） 

川
嶋
　
恭
平（
公
文
） 

宮  

　  

陵
我（
真
野
） 

　
鳥
　
暖
花（
吉
野
下
） 

中
村
　
心
優（
長
尾
） 
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竹炭の工程紹介 

たけのこ天ぷら（サンポート高松） 

エネルギーとしての「ひまわり油」 
讃岐平野の黄金革命を！循環型社会へ！・まちづくり政策課 

国土交通省からのお知らせ 
一般国道32号線においては、災害の発生、またはその恐れのある場合、道路交通の安全を守るために下記基準におい
て「通行止」等を行う場合があります。通行止実施の場合は皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

※1：降雨量が250mm満たない場合でも危険が予想される場合は通行止めを行う場合があります。 

 

香川県三豊市財田町奥の内（戸川橋付近） 
～徳島県三好市池田町箸蔵（箸蔵ロープウェイ前） 三豊市財田町内4.9全区間（11.0） 

連続雨量 
250mm以上※1

路 線 名   

一般国道32号線 

通 行 止 区 間  延 長（km) 通行止基準 

大雨等による事前通行止区間 

ボンネットバス・満濃池堤にて 

　 　
「
第
６
回
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
」
が
５

月
13
日
に
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
初
日
に
は
産
業
経
済
課
の
見
間
課
長
補

佐
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
三
百
数
十
人
を

前
に
、「
ひ
ま
わ
り
の
里
ま
ん
の
う
」
の
事

例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

　
転
作
作
物
と
し
て
平
成
四
年
か
ら
、ブ
ロ

ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
の
集
落
合
意
の
も

と
に
、ひ
ま
わ
り
栽
培

の
団
地
化
の
経
過
が

語
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、「
ひ
ま
わ

り
油
」
が
軽
油
と
同

じ
カ
ロ
リ
ー
を
持
つ
こ

と
か
ら
、ま
ん
の
う
町

全
域
で
栽
培
し
た
と

き
に
得
ら
れ
る
カ
ロ
リ
ー
試
算
値
を
報
告

し
ま
し
た
。「
菜
の
花
」に
の
み
向
い
て
い
た

自
然
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
他
に
あ
っ
た
こ
と

に
気
づ
い
た
会
場
か
ら
は
大
き
な
ど
よ
め

き
が
起
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、ひ
ま
わ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞

作
品
が
会
場
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
は
、本
町
か
ら
国
連
環
境
大
使

の
加
藤
登
紀
子
さ
ん
へ「
ひ
ま
わ
り
の
花
束
」

を
贈
呈
し
て
、参
加
者
た
ち
か
ら
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

満
濃
池
に
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
4
台 

新
町
の
魅
力
を
紹
介 

　
第
２
日
目
に
は
、琴
電
の
レ
ト
ロ
電
車
か

ら
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
4
台
に
乗
り
継
ぎ
、約

70
名
の
乗
客
を
町
内
各
地
に
ご
案
内
し
ま

し
た
。 

　
満
濃
池
、芽
吹
い
た
ひ
ま
わ
り
、竹
炭
工

場(

農
業
生
産
法
人
四
国
テ
ク
ノ)

、道
の
駅

空
の
夢
も
み
の
木
パ
ー
ク
を
巡
回
し
て
、栗

田
町
長
は
「
二
宮
忠
八
飛
行
館
」
前
で
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
昼
食
は「
仲
南
産
直
市
」で「
竹
取
弁
当
」

と
「
ひ
ま
わ
り
ア
イ
ス
」
を
ご
堪
能
い
た
だ

い
て
、参
会
者
は
ご
満
悦
の
表
情
で
創
建
一

二
〇
〇
年
祭
の
善
通
寺
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

 

 
お問い合わせ先   ■国土交通省香川河川国道事務所善通寺国道維持出張所  TEL.0877-62-1471 
                      ■国土交通省香川河川国道事務所道路管理一課  　　     TEL.087-844-4317
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　　　食育基本法  食育推進基本計画で決まりました。 
毎年6月は「食育月間」・毎月19日は「食育の日」 

 

 
健
康 

だ 
よ 

り 

食
中
毒
の
発
生
と
予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

　
こ
れ
か
ら
、夏
に
向
け
て
食
中
毒
の
心

配
な
時
期
に
な
り
ま
す
が
、食
中
毒
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。 

　
食
中
毒
は
大
人
で
は
軽
い
下
痢
で
す
む

よ
う
な
も
の
で
も
、抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼

児
や
高
齢
者
に
は
、致
命
的
な
症
状
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、と
く
に
注
意

が
必
要
で
す
。 

　
食
中
毒
細
菌
は
増
殖
ス
ピ
ー
ド
の
早
い

も
の
が
多
く
、
栄
養
源
が
豊
富
で
、
適
当

な
温
度
で
は
20
分
以
内
で
２
倍
に
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
調
理
後
、長
時
間
放
置

す
る
時
は
冷
蔵
庫
の
保
存
が
安
全
で
す
が
、

多
く
の
食
材
を
一
度
に
入
れ
た
り
、開
閉
の

多
い
冷
蔵
庫
は
温
度
が
10
度
以
上
あ
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
を
過
信
せ
ず
に
、

適
切
な
保
存
状
態
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、魚
貝
類
は
重
症
な
食
中
毒
の
原

因
に
な
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
な
ど
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
、よ
く
洗
っ
て
で
き
る

だ
け
加
熱
調
理
し
て
食
べ
る
こ
と
を
こ
こ

ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、生
魚
な
ど
を
扱

っ
た
ま
な
板
や
食
器
を
洗
浄
せ
ず
に
使
用

す
る
こ
と
も
食
中
毒
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
守
っ
て
い
ま
す
か
。 

　
　
　      

食
中
毒
予
防
3
原
則
！ 

『
清
潔
』 

○
調
理
前
、用
便
後
の
手
洗
い
は
念
入
り
に 

○
魚
介
類
は
真
水
で
よ
く
洗
っ
て
調
理
を 

○
調
理
器
具
は
使
用
前
後
の
消
毒
を
完

　
全
に 

『
迅
速
』 

○
材
料
は
新
鮮
な
も
の
を 

○
調
理
し
た
も
の
は
早
め
に
食
べ
る 

○
室
温
に
長
い
間
お
い
て
お
く
と
危
険 

『
加
熱
又
は
冷
却
』 

○
冷
蔵
庫
の
管
理
は
正
し
く 

○
十
分
な
加
熱
を（
食
品
の
中
心
部
が
75
℃

　
の
状
態
で
一
分
間
以
上
に
な
る
ま
で
） 

○
調
理
器
具
や
冷
蔵
庫
は
定
期
的
に
消

　
毒
を 

         
食改の 
食育だより 

15分で朝食づくり

ごはんにもパンにも合う野菜たっぷりメニュー 
今が旬の新キャベツ、玉ねぎを使って 

（4人分） 材料 
            ●キャベツ200ｇ ●ショルダーベーコン2枚 ●玉ねぎ1個  
 　　      ●グリーンアスパラ4本 ●コンソメの素1個●水200ml ●塩・こしょう少々 
  

●ベーコン 
　4つ切り 

●グリーンアスパラ 
　下の方は 
　 ピーラーで 
    皮をむく。 

●玉ねぎ 
　8つ割り 

●キャベツ 
　ザク切り 

10分程蒸し煮する。 
（琴南地区担当） 

「みんなで 毎日 朝ごは ん」 「みんなで 毎日 朝ごは ん」 

作り方 

 

●脂質 2.7g  
●食塩 0.9g 

 

●エネルギー 77kcal  
●たんぱく質 5.5g  

 
600kcal栄養バランスメニューの一例 

ご飯又はロールパン、スープ煮、目玉焼、フルーツヨーグルト 

水 

コ
ン
ソ
メ
の
素 

キャベツのスープ煮 

21
1

　  原因食品別の食中毒事件数 

複合調理食品 

菓子類 

野菜及びその加工品 

穀類及びその加工品 

乳類及びその加工品 

卵類及びその加工品 

肉類及びその加工品 

魚介類加工品 

魚介類 

（件数） 0　 20　 40　 60　 80　100  120  140  160  180　200

平成16年 

平成15年 

平成14年 
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ふ
る
さ
と 
　
　
　
　   

探
訪
探
訪 
ふ
る
さ
と 
　
　   

探
訪 

　
私
が
旧
仲
南
町
に
来
て
、も
う
す
ぐ

２
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で

過
ご
し
た
２
年
は
私
に
と
っ
て
と
て
も

貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
２

年
前
の
夏
に
夫
婦
２
人
で
カ
ナ
ダ
か
ら

旧
仲
南
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
で
は
１
人
家
族
が
増
え
て
３
人
家
族

に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
長
男
が
生
ま
れ

た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。 

　
ま
ん
の
う
町
で
は
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
い
、み
な
さ
ん
に
親
切
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
仕
事
上
で
の
付
き
合
い

の
ほ
か
に
個
人
的
に
仲
良
く
し
て
く
だ

さ
る
方
も
多
く
い
て
、
私
は
ま
ん
の
う

町
の
生
活
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
に
囲
ま
れ
た
生

活
が
と
て
も
心
地
よ
く
、あ
と
２
ヶ
月

で
こ
こ
を
去
る
こ
と
が
と
て
も
残
念
で

た
ま
り
ま
せ
ん
。 

　
私
は
、こ
れ
ま
で
に
国
際
交
流
員
と

し
て
た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
々
と
触
れ

合
っ
て
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
・
小
学
校
訪

問
、町
民
英
会
話
、自
治
体
や
町
内
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
決

し
て
カ
ナ
ダ
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、本
当
に
貴
重
な
体
験

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
と
２
ヶ
月
と
な

っ
た
ま
ん
の
う
町
で
の
生
活
を
も
っ
と
も

っ
と
楽
し
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、町
民
の
皆
さ
ん
と
も
も
っ
と
お
話

し
を
し
て
み
た
い
で
す
。で
す
か
ら
、み

な
さ
ん
も
私
を
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

堀
切
城 

　 

（
向
井
城
）を
探
す 

 

ま
す
ま
す
国
際
交
流 

 

デ
ビ
ッ
ト
・
ベ
ネ
ッ
ト 

 

○薬師堂 

○下陣屋 

○堀切城 

神野神社○ 堀
切
峠
 

4

　
真
野
字
山
下
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
、前
山

の
北
裾
に
「
下
陣
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
屋

敷
地
が
在
る
、今
も
住
人
が
住
ん
で
い
る
。

そ
の
附
近
の
土
地
か
ら
は
多
数
の
五
輪
さ

ん
と
呼
ば
れ
る
墓
石
が
出
土
し
、発
掘
者

や
附
近
の
人
々
に
よ
っ
て
手
厚
く
祀

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
近
く
に
は
蔵
屋

敷
と
言
わ
れ
て
い
る
田
地
も
在
る
。

（
以
上
伝
承
） 

　
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）の
冬
、

長
曽
我
部
宮
内
大
輔
元
親
が
真
野

郷
堀
切
山
高
丸
に
向
井
丹
後
守
を

落
城
…
…（
奈
良
家
文
書
）　
明
徳

四
年（
一
三
九
三
）神
野
神
社（
満
濃

池
）を
再
建
の
折
、向
井
丹
後
貞
次

（
治
）が
矢
原
一
族
他
数
名
の
有
力
者

と
共
に
当
神
社
に
金
銅
製
燈
籠
を

寄
贈
し
た
事
が
同
笠
の
裏
面
に
刻

銘
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
か

ら
戦
国
時
代
に
向
井
丹
後
守
貞
次

（
堀
切
城
）が
在
っ
た
事
が
想
像
で

き
る
。 

　
山
城
、指
揮
本
陣
は
見
晴
ら
し
の

き
く
山
頂
又
は
尾
嶺
に
限
ら
れ
、真
野
堀

切
の
位
置
で「
下
陣
屋
」
と
も
連
絡
の
取
り

易
い
場
所
と
な
る
と
限
ら
れ
る
。
現
在
前

山
と
呼
ば
れ
る
山
の
西
尾
端
あ
た
り
と
思

わ
れ
る
。 

　
こ
の
場
所
は
長
曽
我
部
軍
が
本
篠
城
か

ら
西
長
尾
城
攻
め
の
経
路
で
那
珂
郡
平
野

へ
の
近
道
の
峠
越
え
の
道
筋
に
当
り
、頂
上

は
狭
い
が
小
さ
い
沼
状
の
池
が
有
り
見
晴

ら
し
の
良
い
場
所
で
あ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　  

文
責
　
渡
辺
善
弘 

し
た
じ
ん
や

 

し
た
じ
ん
や

 



と　き　8月5日（土）・6日（日） 
ところ　祓川河川敷公園他 (土器川、祓川橋北) 
催し物　総おどり・打ち上げ花火他 
           ※ 詳しくは、プログラムを各世帯に配布します。 
問合先　まちづくり政策課 薀73-0122 
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第30回 

  

絵
画
教
室
受
講
生
募
集 

対
象
及
び
実
施
日 

小
学
生
ク
ラ
ス
／
第
２
・
第
４
水
曜
日
　
　    

　
　
　
　
　
　  

午
後
７
時
か
ら
８
時 

大
人
ク
ラ
ス
／
第
２
・
第
４
金
曜
日 

　
　
　
　
　  

午
後
７
時
か
ら
９
時 

場
　
所
／
仲
南
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

開
　
講
／
７
月
よ
り
随
時
実
施
し
ま
す
。 

講
　
師
／
鈴
木
啓
世
先
生 

経
　
費
／
材
料
費
等
月
謝
が
必
要
で
す
。 

申
　
込
／
ま
ん
の
う
町
教
育
委
員
会
事

　
　
　
　 

務
局
薀
７
３
・
０
１
０
８ 

  

こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

竹
め
し
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

日
　
時
／
７
月
23
日（
日
） 

　
　       

午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時 

場
　
所
／
ま
ん
の
う
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー

　
　
　
　
ム（
神
野
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
） 

募
　
集
／
町
内
小
学
生
１
０
０
名 

講
　
師
／
小
山
輝
雄
先
生 

申
　
込
／
７
月
14
日（
金
）ま
で
に
、 

　
　
　
　
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
務
局 

　
　
　
　
薀
７
５
・
１
５
１
５
へ
申
し
込
ん

　
　
　    

で
く
だ
さ
い
。 

 

ま
ん
の
う
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

合
同
入
団
式 

　
６
月
４
日（
日
）午
前
７
時
30
分
よ
り
四

条
小
学
校
体
育
館
で
、第
13
回
ま
ん
の
う

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同
入
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
現
在
11
団
体
、２
０
８
名
の
団
員
で
構

成
さ
れ
、野
球
・バ
レ
ー
ボ
ー
ル・
少
林
寺
・
剣

道
・
な
ぎ
な
た
の
種
目
が
あ
り
ま
す
。
合
併

に
よ
り
、団
旗
も
新
調
さ
れ
、参
加
し
た
団

員
、指
導
者
一
同
、気
持
ち
新
た
に
各
団
の

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

教育委員会 
からの 
お知らせ 

　まんのう町男女共同参画プラン(仮称)の策定に向け、男女

共同参画を進める香川県男女共同参画推進委員の人たちと

一緒に町の男女共同参画について考えてみませんか。下記

のとおりメンバーを募集しますので、興味のある方はぜひと

もご参加ください。 

男女共同参画プラン 
策定委員の募集  

 まんのう町男女共同参画プラン（仮称）の 
策定委員を募集します！ 
 

1．応募資格　町内に在住または勤務し、男女共同参画に関心
　　　　　　があり、積極的に参加できる人。 

2．募集人員　3名（多数の場合は抽選） 
3．開催日数　今年度は、策定委員会を5回程度予定してい
　　　　　　ます。 
4．応募期限 7月13日(木) 午後5時まで 
5．応募方法　申し込み用紙に記入の上、持参かFAX、また
　　　　　  はEメールでご応募ください。 
　　　　　　 ※申し込み用紙は、まちづくり政策課に用意しており
　　　　　　　 ます。ご希望の方には、電子データ及びFAXにてお
　　　　　　　　送りいたします。 

6．問 合 先　まんのう町まちづくり政策課 
　　　　　　薀73 -0122  
　　　　　   もしくはEメールにて 
　　　　　 machi@town.manno . lg . jp  
　　　　　　お問い合わせください。 
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日
　
時
：
6
月
24
日（
土
）　
10
時
〜
12
時  

          

場
　
所
：
長
尾
会
館 

　
参
加
費
：
１
０
０
円  

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
つ
ど
い
で
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
！
　 

お
問
い
合
わ
せ
は
　  

７
９
・
２
０
２
１
ま
で
。 

日
　
時
迯
7
月
１５
日（
土
）　
１０
時
〜
１２
時  

場
　
所
迯
長
尾
会
館 

　
参
加
費
迯
１
０
０
円  

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
つ
ど
い
で
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
！
　 

お
問
い
合
わ
せ
は
薀
７
９
・
２
０
２
１
ま
で
。 

 

 

　
仲
多
度
郡
人
権
・
同
和
施
策
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
、国
民
的
課
題
で
あ
る
部
落

差
別
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

に
向
け
た
様
々
な
実
践
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。 

　
各
町
教
育
委
員
会
を
中
心
に「
同
和
問

題
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を
実
施
し
そ
の

都
度
方
策
等
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
度
に
も
仲
多
度
郡
内
の
住
民
意
識

調
査
を
行
い
、分
析
結
果
が
で
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
の
意
識
調
査
と
比
較
し
て
み

る
と
、知
的
な
理
解
に
つ
い
て
は
高
い
数
値

で
推
移
し
て
お
り
、一
定
の
成
果
が
あ
が
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。一
方
で
家
庭

内
で
は
半
数
以
上
の
人
が
人
権
課
題
や
同

和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、問
題
解
決
を
自
己
課
題
と
し
て
考

え
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
差
別
に
つ
い
て「
無
関
心
」や
「
他

人
事
」
と
し
て
の
意
識
が
改
善
さ
れ
て
い
な

い
面
も
み
ら
れ
ま
す
。 

　
今
後
は
幅
広
い
年
齢
層
の
住
民
の
み
な

さ
ん
に
研
修
会
・
講
演
会
及
び
参
加
体
験

型
研
修
を
実
践
す
る
な
ど
し
て「
差
別
の

現
実
か
ら
深
く
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
で
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
意
識
調
査
の
分
析
は
香
川
人
権

研
究
所
へ
委
託
し
て
１
９
９
８
年
度
調
査

と
２
０
０
５
年
度
調
査
を
対
比
し
各
町
の

個
別
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
分
析
は
、
漓

憲
法
の
浸
透 
滷
同
和
問
題
の
認
知 

澆
同

和
問
題
の
啓
発 
潺
同
和
問
題
へ
の
態
度 

潸
同
和
問
題
の
認
識 
澁
同
和
問
題
の
解

決
の
６
項
目
を
分
析
結
果
と
し
て
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。
来
月
号
か
ら
は
具
体
的
に

分
析
結
果
を
お
知
ら
せ
し
、住
民
の
皆
さ

ん
に
も
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

　
国
語
で
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
う
た
」の
勉
強
を
す
る
前
に
、先
生
が
原
爆
の
写
真
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、ひ
ふ
が
べ
ろ
り
と
た
れ
下
が
っ
て
い
る
人
や
目
や
耳

が
焼
け
た
だ
れ
た
人
な
ど
が
い
て
、
思
わ
ず
目
を
そ
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
て
も

た
く
さ
ん
の
人
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。 

　
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
う
た
」
に
は
、ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
と
い
う
女
の
子
と
海
軍
兵
士
の
稲
毛
さ

ん
が
出
て
き
ま
す
。
広
島
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
時
の
お
話
し
で
す
。 

　
原
爆
の
時
、ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
を
だ
き
か
か
え
た
ま
ま
、本
当
の
お
母
さ
ん
は
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
を
助
け
た
の
が
稲
毛
さ
ん
で
す
。
当
時
兵
隊
さ
ん
だ
っ

た
稲
毛
さ
ん
は
す
る
す
べ
も
な
く
、ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
を
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
い
く
夫
婦
に

預
け
ま
し
た
。ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
は
、そ
の
夫
婦
の
も
と
で
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
ず
っ
と
育
て
た
義
理
の
お
母
さ
ん
は
、生
活
苦
か
ら
途
中

で
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
を
手
放
す
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
ぐ
ら
い
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
を
乗
り
こ
え
、最
後
ま
で
育
て
た
お
母
さ
ん
も
え
ら
い
と

思
い
ま
す
。 

　
稲
毛
さ
ん
は
、何
の
関
係
も
な
か
っ
た
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
を
見
捨
て
な
か
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
、
ず
っ
と
気
に
か
け
、
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
ヒ
ロ
子

ち
ゃ
ん
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
祈
っ
て
き
た
の
で
す
。 

　
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
は
、
稲
毛
さ
ん
か
ら
本
当
の
お
母
さ
ん
が
死
ん
だ
こ
と
を
聞
い
て
も

な
み
だ
を
流
し
ま
せ
ん
で
し
た
。ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
強
く
て
、
ど
ん
な
こ
と
に

も
負
け
な
い
子
で
し
た
。ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
の
こ
の
強
さ
は
き
び
し
い
戦
争
体
験
の
中
で
つ

ち
か
わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
戦
争
は
、
人
権
を
無
視
し
た
も
の
で
す
。
原
爆
は
、そ
の
中
で
も
最
も
ひ
ど
い
も
の

で
す
。
今
も
原
爆
症
に
苦
し
む
人
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、そ
の
原
爆
を
き
っ

か
け
に
し
て
つ
な
が
り
合
っ
た
ヒ
ロ
子
ち
ゃ
ん
と
稲
毛
さ
ん
と
義
理
の
お
母
さ
ん
。
お
た

が
い
を
と
て
も
大
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。
命
と
と
も
に
、
人
の
心
も
大
切
に
し
な
け
れ

ば
、と
思
い
ま
し
た
。 

人権  
啓発  

会館ジャーナル 

長尾会館 
子どもの集い 

 

  

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ 

 

　
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
を
ふ
ま
え
て 

満
濃
南
小
学
校
六
年
　 

　
　
　
　
　
図
子
由
依 

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
う
た
」
　
　
　
　 

潺 

人権作文コーナー 人権作文コーナー 

ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
ろ
う
！ 

ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
ろ
う
！ 
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INFORMATION────────────────────────────●お知らせ 

 

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ 

      

選
挙
管
理
委
員
会
薀
7
3･

0
1
0
0
　
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

　
任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
を
次
の
と
お
り
予
定
し
ま
す
。 

《
投
票
日
》
日
時
迯
7
月
9
日（
日
曜
日
）

　
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時（
川
奥
集
会

　
所
は
午
後
6
時
ま
で
） 

《
投
票
で
き
る
人
》
3
月
に
確
定
し
た
農

　
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　
さ
れ
て
い
る
人
。 

《
投
票
場
所
》
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し

　
ま
す
。 

《
期
日
前
投
票
》
○
投
票
期
間
迯
7
月
5

　
日（
水
曜
日
）か
ら
7
月
8
日（
土
曜
日
） 

　
○
投
票
時
間
迯
午
前
8
時
30
分
か
ら

　
午
後
8
時
○
投
票
場
所
迯
ま
ん
の
う

　
町
役
場
本
庁
3
階 

　
※
7
月
4
日
の
告
示
日
に
お
い
て
、立
候 

補
の
届
出
を
し
た
候
補
者
の
数
が
定
数
の

範
囲
内
の
場
合
、投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。 

  

福
祉
保
健
課 

薀
7
3･

0
1
0
2
 

強
制
徴
収
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
は
、国
民
が
老
齢
・
障
害
・
死

亡
に
よ
っ
て
収
入
を
得
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
と
き
に
年
金
を
支
給
し
、そ
の
生

活
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。 

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
は
全
員
、国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険

料
の
納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、電
話
、文
書
、

及
び
戸
別
訪
問
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、度
重
な

る
納
付
催
促
に
も
か
か
わ
ら
ず
、長
期
間

保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
人
に
対
し
て

は
、保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公

平
性
確
保
の
た
め
、国
税
滞
納
処
分
の
例

に
よ
り
強
制
徴
収(

差
押
え)
を
実
施
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
保
険
料
の
納
付
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
給
付
担
当
課

ま
で 

薀
６
２
・
１
１
２
６ 

 「
愛
育
わ
く
わ
く
広
場
」
の
ご
案
内

　
母
子
愛
育
会
交
流
事
業
と
し
て
、子
育

て
中
の
保
護
者
及
び
お
子
さ
ん
の
交
流
と

親
睦
を
図
り
ま
す
。 

日
時
／
平
成
18
年
７
月
９
日（
日
） 

　
　
 
10
時
〜
11
時
30
分 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
〜
10
時 

場
所
／
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

参
加
費
／
一
家
族
百
円 

対
象
／
親
子（
２
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ

　
　
　
ん
の
い
る
家
族
） 

内
容
／
リ
ズ
ム
遊
び（
楽
し
く
歌
っ
て
踊
っ

　
　
　
て
ゲ
ー
ム
し
て
） 

　
　
　
お
友
達
と
一
緒
に
昼
食 

申
込
期
限
／
平
成
18
年
６
月
29
日（
木
） 

申
込
方
法
／
町
役
場
福
祉
保
健
課
健
康

　
　
　
　
　
増
進
室
、仲
南
支
所
、琴
南

　
　
　
　
　
支
所
の
申
込
用
紙
に
て
お 

　
　
　
　
　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

問
合
先
／
役
場
福
祉
保
健
課
健
康
増
進

　
　
　
　
室
保
健
師
薀
7
3
・
０
１
２
６     

　 　
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
18
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
案
内

航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
） 

応
募
資
格
／
高
卒（
見
込
含)

21
歳
未
満

　
　
　
　
　 

の
者 

一
次
試
験
／
９
月
23
日（
土
）祝
日 

一
般
曹
候
補
学
生
（
2
年
で
3
曹
に
昇
任
） 

応
募
資
格
／
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者 

一
次
試
験
／
９
月
16
日（
土
） 

曹
候
補
士
（
3
年
以
降
、3
曹
に
昇
任
）

応
募
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者 

一
次
試
験
／
９
月
16
日（
土
） 

2
等
陸
・
海
・
空
士

応
募
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者 

採
用
試
験
／
男
子
＝
志
願
票
の
受
付
時

　
　
　
　
　
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　 

女
子
＝
９
月
25
日（
月
） 

受
付
期
間
／
８
月
１
日
〜
９
月
８
日 

　
　
　
　
　
※
2
等
陸
・
海
・
空
士
は
年

　
　
　
　
　
間
を
通
し
て
受
付 

問
合
せ
先
／
自
衛
隊
善
通
寺
募
集
事
務

　
　
　
　
　 

所 

薀
6
3
・
２
３
６
３ 

 

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校

●
海
上
保
安
大
学
校
学
生 

受
付
期
間
／（
郵
送
又
は
持
参
）８
月
24

日
〜
９
月
５
日
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

http://w
w
w
.jinji-shiken.jp/m

oushikom
i-

s38.htm
l)

８
月
24
日
〜
８
月
30
日 

第
一
次
試
験
／
10
月
28
日
・
29
日 

●
海
上
保
安
学
校
学
生

受
付
期
間
／（
郵
送
又
は
持
参
）７
月
18

日
〜
８
月
１
日
・（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

http://w
w
w
.jinji-shiken.jp/m

oushikom
i-

s33.htm
l)

７
月
18
日
〜
７
月
25
日 

受
験
資
格
／
（
海
上
保
安
大
学
校
学
生

＝
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
・
海
上
保
安
学
校
学
生
＝
昭
和
58
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者)

で
高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
の
卒
業
者
及
び
見
込
み
者
、 

情報 
 ひろば 
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高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
修
了
者
及

び
見
込
み
者 

試
験
地
／
高
松
市
、松
山
市
、高
知
市(

以

　
　
　
　
上
四
国
内)

他
36
箇
所 

問
合
せ
先
／
備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ

ー
整
備
課
管
理
係 
薀
４
９
・
３
３
６
６
　

　
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

臨
床
心
理
士
に
よ
る
専
門
的
な
相
談 

　
お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
で
、就
職
の

実
現
に
向
け
て
心
理
的
な
悩
み
や
不
安

を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
臨
床
心
理
士
が
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

● 

し
ご
と
プ
ラ
ザ
高
松

　（
高
松
市
花
ノ
宮
町
３-

１-

１
ト
キ
ワ
栗

　
林
ビ
ル
２
Ｆ
） 

　 

薀
０
８
７
・
８
６
９
・
８
６
１
０ 

と
き
／
毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日（
祝
日
・
年

　
　
　
末
年
始
除
く
）10
時
〜
18
時 

● 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　（
丸
亀
市
中
府
町
１-

６-

36
） 

　
薀
２
１
・
８
６
０
９ 

と
き
／
毎
週
水
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始

　
　
　
を
除
く
）８
時
30
分
〜
17
時 

※
相
談
は
予
約
制
。
事
前
に
窓
口
ま
た
は
、

　
お
電
話
で
の
予
約
必
要
。 

全
国
一
斉
生
活
保
護
一
一
〇
番

　
香
川
県
弁
護
士
会
主
催
の
生
活
保
護

に
関
す
る
電
話
相
談
会
。
※
相
談
無
料 

と
き
／
平
成
18
年
７
月
６
日(

木) 
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時 

相
談
方
法
／
電
話
に
よ
る
相
談 

　
　
　
　
　
相
談
電
話
番
号 

　
　
　
　
　
薀
０
８
７
・
８
２
２
・
３
６
９
３ 

 
 

表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
18
年
憲
法
記
念
日
知
事
表
彰 

　
　
　
　
　
　
　 

 

　 

 

　
琴
南
町
議
会
議
員
・
同
議
長
と
し
て
多

年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。 

 

特
別
叙
勲 

　
　
　
　
　
　
　 

　 

  

　
仲
南
町
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

堀田重利氏 
元琴南町議会議員 

 

故 阿宅俊行氏 
元仲南町議会議員 

旭日単光章 
 

２００６ まんのう町 

ひまわりまつり ひまわりまつり 
と  き/7月9日（日）小雨決行
　　　    8時30分～15時

会  場/帆山公民館

問合先/
仲南支所 薀77・2111

催し物/
写生大会・うどんバザー・
産直市・第7回フォトコンテスト

※ サン・スポーツランド仲南の
　 駐車場をご利用ください。

　子ども達にカブトムシに直接触れてもらう「森

の中のカブト虫ランド」や、楽しみながら夏休

みの課題が完成する体験教室を開催 

　■とき：7月15日～8月31日 
　　　　休園日は7月18日のみ 
　　　　開園時間：9：30～18：00 
　　　　※ 7/19までは17：00まで 
　　　　※ 8/12～15は21：00まで 

◎ 森の中カブト虫ランド 
　■とき：7/15・16・17・22・23・29・30 

　   　　8/5・6・12・13・14・15 

　※カブト虫の生育状態等により日程に変更
　　があることがあります。 

◎サマーナイトフェスティバル 
   ■とき：8/12～15　 
      エントランス広場・芝生広場 

　お盆期間中の4日間に限り、開園時間を午

後9時まで延長し、人気映画の上映や滝のラ

イトアップなどを行います。 

 

宝くじ助成で 
　　イベント機材を購入 
　平成17年度(旧琴南町)において、盆踊り

など地域のイベントで使用する音響機器及

びソーラー照明を、全国宝くじ受託事業収入

を財源に財団法人自治総合センターが行う

助成(一般コミュニティー事業)により購入し

ました 

 

国営讃岐まんのう公園 
　　　　サマーフェスタ 
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7 月の行事予定 

平成18年　町内の110番・119番 

物損（件） 

人身（件） 

死亡（件） 

火災（件） 

救急（件） 

25（23） 

21（10） 

0（1） 

2（3） 

90（68） 

 

166（151） 

72（80） 

2（1） 

8（8） 

392（369） 

 

5月中 区　分 

日 科 電話 医療機関名 

1月からの累計 

 

交通事故 

 

 

救急出動 

 

 
（　　）は昨年同期 

日  程       行事名   　    時   間 　 場   所 日  程       行事名   　    時   間 　 場   所 

休日当番医 スポーツの結果（敬称略） 

※ 当番医は予告なく変更する場合がありますご了承ください。 

2日 

9日 

16日 

17日 

23日 

30日 

内科 

内科 

外科 

内科 

内科 

外科 

内科 

内科 

外科 

おおにし病院 

大浦内科消化器科医院 

山本ヒフ泌尿器科医院 

永生病院 

大山内科医院 

川口医院　 

ふかだクリニック 

いわさき循環器科内科クリニック 

たかお整形外科医院　　 

７5－5101

７5－1600

７5－3112

７3－3300

７9－3311

７9－0711

７3－2211

７5－2700

７5－1127

 
日 時　5月28日（日） 
場 所　健康ふれあいの里・琴南中グラウンド 
参加数　10チーム 
優　勝　美馬逢坂ソフトボールクラブ 
準優勝　国土多度津 
 

まんのう町長杯ソフトボール大会 

まんのうカップ男子ソフトボール大会 

胸部レントゲン検診（補充）　　  9：00～ 9：40　        長炭公民館 

胸部レントゲン検診（補充）　   10：00～10：40        　満濃保健センター 

胸部レントゲン検診（補充）　  11：00～11：40　        勤労青少年ホーム 

胸部レントゲン検診（補充）　   13：00～13：40　        高篠ふれあいセンター 

胸部レントゲン検診（補充）　   14：00～15：40　        満濃農村環境改善センター 

 

胸部レントゲン検診（補充）　    9：00～10：00　        琴南総合センター 

胸部レントゲン検診（補充）　  10：30～11：30　        琴南農村環境改善センター 

胸部レントゲン検診（補充）　  13：30～15：00　        仲南農村環境改善センター 

かりん温泉健康相談・栄養相談　   10：00～11：30       　かりん温泉 

 

 

健康相談・栄養相談　　　　13：30～14：30　　     帆山公民館 

身体障害者相談日　　　　  ９：００～12：００　　     まんのう町役場本庁４階第２委員会室 

心配ごと相談　　　　　　　13：００～16：００　        満濃農村環境改善センター 

 

胃がん検診　　　　　　　　 8：30～11：00　　　   仲南農村環境改善センター 

子宮がん検診　　　　　　　 9：30～11：00　         仲南農村環境改善センター 

乳がん検診　　　　　　　　10：30～11：00         　仲南農村環境改善センター 

 

心配ごと相談　                  13：00～16：00        　 まんのう町役場仲南支所 

 

心配ごと相談　　　　　　   9：００～12：００　        琴南総合センター  

心配ごと相談　　　　         9：００～12：００　        琴南農村環境改善センター 

 

心配ごと相談　　　　　　　13：00～16：00　　　　満濃農村環境改善センター  

健康相談・栄養相談　　　　 10：00～11：30　　　　長炭公民館 

愛育わくわく広場　　　　  10：00～11：30（要申込）　　　　満濃農村環境改善センター 

 

こころの健康相談 

健康相談・栄養相談　　　　13：30～14：30　        追上集会所 

 

無料法律相談　　　　　　 13：30～15：30　        満濃町商工会館   　 

健康相談・栄養相談　　　　13：30～15：00　　    美合出張所 

心配ごと相談　                 13：００～16：００　        まんのう町役場仲南支所 

 
健康相談・栄養相談　　　　10：00～14：00　　　 エピアみかど 

こころの健康相談　　　　　　　　　　　　          琴平町役場　 

 
健康相談・栄養相談　　　　13：30～14：30　　      新目小国会館 

3日（月） 

2日（日） 

12日（水） 

13日（木） 

14日（金） 

20日（木） 

22日（土） 

25日（火） 

27日（木） 

28日（金） 

4日（火） 

5日（水） 

6日（木） 

7日（金） 

9日（日） 

11日（火） 

（要予約）満濃町商工会薀73-3711　 

　 

琴南地区ふれあいスポーツ大会　　  8：30～14：00　　　　琴南中学校グラウンド他  

 

（要予約） 
健康増進室 
薀73-0126

 まんのう町役場 

（要予約） 
健康増進室 
薀73-0126

テレフォンサービス  　薀73-4400 (日･祝のみ) 

　　　     
 
日　時　5月21日（日） 
場　所　四条祓川河川敷グラウンド 
参加数　4チーム 
優　勝　琴南クラブ　　 
準優勝　四条 
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四条小学校4年 

増田 健太郎 

四条小学校2年 

櫻井 美優希 

みんなできれいな川をつくろう 

１年生に教える上級生 

リサイクル可能な 
大豆油インクを使用しています。 

古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています。 

広報にお子さんの写真を掲載しませんか？ 

1～3才までのお子さんの写真を募集しています。 

  問い合わせ先  企画情報課  TEL73-0106

琴南小学校 6年 

麻植 若菜 
 

琴南小学校記者クラブ 

　
琴
南
小
学
校
で
は
、全
校
生
が
赤
・
白
・

青
・
黄
の
四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
い
ろ
い
ろ

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
五
月

に
お
こ
な
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
つ
る
さ
し
も

そ
の
色
別
活
動
の
一つ
で
す
。 

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
が
ト
ラ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
整
地
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
か
し
の

実
農
園
」に
三
十
セ
ン
チ
間
隔
で
イ
モ
つ

る
を
さ
し
て
い
き
ま
し
た
。
私
た
ち
六

年
生
は
、一
年
生
に
「
根
は
太
陽
の
方
へ

向
け
て
植
え
な
よ
。
」
と
教
え
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
が
一
番
た

く
さ
ん
の
イ
モ
を
収
穫
で
き
る
か
、ま
た
、

だ
れ
の
イ
モ
が
一
番
大
き
い
か
を
比
べ
る

コ
ン
ク
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

全
員
が
協
力
し
合
っ
て
水
や
り
・
草
抜
き

な
ど
の
世
話
を
し
て
い
き
ま
す
。 

　
み
ん
な
秋
の
イ
モ
掘
り
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
運
動
場
で
の
焼
き
イ
モ
大

会
は
も
っ
と
楽
し
み
で
す
。
木
々
を
集
め
、

火
を
起
こ
す
の
も
色
別
チ
ー
ム
対
抗
で

す
。
火
加
減
を
見
な
が
ら
、チ
ー
ム
の
み

ん
な
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
大
縄
跳
び
を
す

る
と
お
な
か
も
す
き
、焼
イ
モ
が
最
高
に

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

　
他
に
も
、一
年
生
を
迎
え
る
会
・
水
泳

大
会
・
運
動
会
・
縄
跳
び
大
会
・
マ
ラ
ソ
ン

大
会
な
ど
も
色
別
で
競
い
合
い
ま
す
。
チ

ー
ム
全
員
の
長
所
や
短
所
、得
意
分
野
を

知
っ
て
い
る
の
で
み
ん
な
が
協
力
し
、と
て

も
仲
良
し
で
す
。 

　
私
た
ち
の
琴
南
小
学
校
は
、全
校
生

が
百
十
八
名
で
こ
の
あ
た
り
で
は
い
ち
ば

ん
人
数
が
少
な
い
小
学
校
だ
け
ど
、私
は

こ
の
琴
南
小
学
校
が
大
好
き
で
す
。 

  

●この広報紙は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全戸に配付しています。 
　配布についてのお問合わせは、まんのう町企画情報課    73-0106までご連絡ください。 

百
十
八
人
の
友
だ
ち
と
・
・
・ 

 

の   あ   　    

川西　萌ちゃん 
平成18年4月1日生(０歳) 中通 

かわにし  　    もえ  

父  佳久さん 

両親からのメッセージ 
たくさんの幸せをくれる萌� 
元気に生まれてきたことをみんなが 
喜んでくれているよ！ 
みんなに愛される素直で心優しい子に 
なってね！ 
 

希空  ベネットちゃん 
 平成17年11月16日生(０歳) 帆山 

父 

母  

 Davidさん 

昌代（キコ）さん 

両親からの 
メッセージ まんのう町の景色を楽しんでいます。 

Noa     Benne t t  

母    未来さん 

今 月 の 

レ ポ － タ － 
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